
様式１

令和４年４月１日現在

11 分団

0 分団

0 隊

0 部

0 班

256 人

219 人

207 人

12 人

219 人

0 人

0 人

1 人

34 人

1 人

33 人

7 人

5 人

2 人

175 人

11 台

0 台

0 台

0 台

0 台

年額 47,000 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

0297-58-8586

都道府県名 茨城県
所在地

〒300-2395

市町村名 つくばみらい市 茨城県つくばみらい市福田195番地

消防団事務所管 つくばみらい市総務部防災課 電話番号（直通） 0297-58-2111 FAX

メールアドレス bousai01@city.tsukubamirai.lg.jp

組
織

分団数 ホームページURL

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

消防団名 つくばみらい市消防団

農協職員

日本郵政グループ

その他

https://www.nissho.or.jp/2021/09/radio-backnumber2022-1.html

団
員
数

条例定数 　当市消防団は、令和３年７月１７日に市職員と合同避難所開設・運営訓練を行いまし
た。訓練では、避難所でのプライバシーを守る段ボールパーテーションの組み立てを
行い、感染防止のため間隔をあけた配置をすることで避難者同士の密接を避ける対
策を行いました。
　また、避難者受付訓練では、受付手順、体調の聞き取り方法や段ボールパーテー
ションへの誘導方法を確認し、訓練後に参加者同士で意見を出し合い、実際の対応方
法について共有を図りました。
　災害対策基本法の一部改正に伴い、これまでの「避難勧告」のタイミングで「避難指
示」を発令することになるので、早い段階で多くの避難所を開設する必要性が高まりま
す。避難所を開設・運営する市職員だけではマンパワーが足りないため、今後は消防
団も協力することになります。
　この訓練の様子について、公益財団法人日本消防協会が令和４年３月に発行した
「地域防災力の充実強化と消防団」の活動事例集に紹介され、また、ラジオ放送の「お
はよう！ニッポン全国消防団」にて、市消防団長がプロレスラーの蝶野正洋氏からイン
タビューを受けました。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

※２：出動報酬について、一日あたりの報酬の額を定めている場合はその額を記載している。
　　　 もっとも、報酬の額は、出動区分（火災、風水害、警戒、訓練等）や支給単位（出動１日あたり、○時間あたりなど）が市町村等によって異なること
　　　 から、年額で○円や一定時間以上で○円等の定め方をしている場合は「☆」、災害出動に関する報酬の額について定めがない場合は「-」 と記載。

消　防　団　の　組　織　概　要

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

特殊法人等公務員に準ずる職員

避難所開設訓練の様⼦

避難所受付訓練の様⼦

「おはよう！ニッポン全国消防団」 団⻑インタビュー


